
党
鶴
岡
市
議
団
長菅

井

巌

昨
年

月
の
市
議
選
で

10

党
市
議
団
全
員
の
再
選
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。身

近
な
暮
ら
し
、
地
域

の
願
い
を
市
政
に
届
け
、

４
人
の
党
市
議
団
で
掲
げ

た
公
約
実
現
に
、
今
年
も

引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

山
形
県
議
会
議
員

関

徹

昨
年
は
、
中
小
企
業
等

賃
上
げ
支
援
、
県
営
住
宅

改
修
・
改
善
、
戦
争
体
験

継
承
施
設
整
備
等
を
前
に

進
め
、
排
外
主
義
反
対
・

多
文
化
共
生
社
会
、
ク
マ

問
題
の
専
門
職
配
置
、
農

業
経
営
守
り
米
価
も
安
定

さ
せ
る
施
策
、
医
療
・
介

護
従
事
者
支
援
等
を
提

起
。

▽
今
年
は
午
年
、
馬
は
行

動
力
や
情
熱
の
象
徴
。
１

年
３
ヶ
月
後
の
県
議
選

と
、
来
る
べ
き
衆
院
総
選

挙
勝
利
に
向
け
て
、
１
月

か
ら
ダ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

ご
一
緒
に
前
進
の
年
に

し
ま
し
ょ
う
！

前
衆
議
院
議
員高

橋
ち
づ
子

昨
年
は
大
雪
か
ら
猛

暑
、
地
震
な
ど
、
災
難
続

き
で
し
た
。

高
市
総
理
は
総
理
の
地

位
と
引
き
換
え
に
維
新
と

政
権
合
意
、
定
数
削
減
や

社
会
保
障
削
減
を
約
束
。

物
価
高
騰
対
策
は
遅
す
ぎ

て
少
な
す
ぎ
ま
す
。

今
こ
そ
消
費
税
減
税
で

す
。日

中
関
係
を
緊
張
さ

せ
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り

に
大
軍
拡
を
進
め
て
い
ま

す
。
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し

て
、
必
ず
次
は
議
席
を
取

り
戻
す
決
意
で
す
。

参
議
院
議
員

い
わ
ぶ
ち
友

く
ら
し
と
平
和
を
守
り

た
い
、
一
人
ひ
と
り
が
大

切
に
さ
れ
る
社
会
を
－
み

な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

希
望
を
切
り
開
く
年
に
で

き
る
よ
う
奮
闘
す
る
決
意

で
す
。

東
日
本
大
震
災
津
波
と

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
か
ら

年
。
復
興
を

15

進
め
、
原
発
ゼ
ロ
を
実
現

さ
せ
る
一
年
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

高
橋
ち
づ
子
さ
ん
と
一

緒
に
強
く
大
き
な
党
を
つ

く
る
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。
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二
〇
二
六
年
元
旦

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
会

日

本

共

産

党

鶴

岡

市

議

団

鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
は

日
閉
会
し
ま
し
た
。

12

19

市
長
選
・
市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
の
定
例
会
で
は
、

新
人
議
員

人
の
う
ち

人
が
自
公
会
派
に
加
わ
り
、

12

11

医
療
・
介
護
の
請
願
と
、
意
見
書
案
は
全
て
不
採
択
、

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

副
市
長
選
任
の
人
事
案
で
は
、
異
例
の
３
人
が
反
対

討
論
。
賛
成

人
、
反
対
８
人
、
退
席
２
人
で
、
市
会

17

計
管
理
者
の
伊
藤
敦
氏
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

日本共産党市議団 後列左から(３番)長谷川剛議員、(４番)坂本昌栄議員、(５番)

菅井 巌議員、前列右が(２番)加藤鉱一議員

月
の
市
長
選
挙
で
、

10
「
市
職
員
の
選
挙
運
動
関

与
を
疑
う
」
皆
川
治
・
前

市
長
か
ら
の
市
長
事
務
引

継
が
あ
り
ま
し
た
。

疑
い
は
、
市
幹
部
職
員

が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

で
、
市
職
員
を
含
む
知
人

に
、
私
的
に
特
定
候
補
へ

の
投
票
呼
び
か
け
を
含
む

文
言
を
送
信
し
た
と
い
う

も
の
で
す
。

月
２
日
に
市
の
審
査

12
委
員
会
が
開
か
れ
、
調
査

報
告
書
が
４
日
、
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

「
職
員
の
分
限
及
び
処
分

審
査
委
員
会
」
は
、
佐
藤

光
治
監
査
委
員
と
石
塚
治

己
農
業
委
員
会
会
長
、
成

澤
和
則
教
育
長
の
３
人
の

委
員
に
よ
る
臨
時
審
査
委

員
会
を
組
織
。
委
員
長
は
、

互
選
で
佐
藤
光
治
監
査
委

員
を
選
任
。

法
的
な
解
釈
は
、
顧
問

弁
護
士
に
よ
る
見
解
を
踏

ま
え
た
と
し
、
審
査
結
果

は
、「
幹
部
職
員
２
名
は
、

何
れ
の
法
令
等
に
も
抵
触

す
る
こ
と
は
な
く
、
告
発

又
は
懲
戒
処
分
は
行
え
な

い
と
考
え
ら
れ
、
処
分
不

問
と
し
た
。
」
と
し
ま
し

た
。

全
員
協
議
会
で
質
疑

議
会
で
は
、
菅
井
巌
議

員
と
中
沢
深
雪
議
員
、
田

中
宏
議
員
、
草
島
進
一
議

員
の
４
人
が

日
、
こ
の

17

問
題
で
「
議
員
全
員
協
議

会
」
の
開
催
を
要
求
し
、

日
に
協
議
会
が
開
催
さ

18れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、

「
審
査
は
第
三
者
委
員
会

で
す
る
べ
き
」、

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

「
公
務
員
が
制
限
さ
れ
て

い
る
選
挙
運
動
に
当
た
る

の
で
は
な
い
か
」、

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
拡
散
さ
れ

た
先
も
調
査
し
た
の
か
」

な
ど
が
質
疑
さ
れ
ま
し

た
。佐

藤
聡
市
長
は
、
「
慎

重
に
検
討
し
た
結
果
で
あ

り
、
法
令
に
違
反
す
る
行

為
で
は
な
か
っ
た
」
と
述

べ
ま
し
た
。

限
定
的
調
査
で
結
論

調
査
報
告
書
で
は
、

幹
部
職
員
Ａ
は
、
特
定

候
補
の
演
説
会
な
ど
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
添
付
し
て
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
送
信
し
た
こ

と
は
、年
休
を
と
っ
て
「
執

務
時
間
外
」
で
あ
っ
た
。

公
職
選
挙
法
第
１
３
６

条
の
２
は
、
「
地
位
を
利

用
」
し
て
選
挙
運
動
を
す

る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る

が
、
判
例
・
行
政
実
例
に

よ
れ
ば
、
職
務
権
限
の
行

使
や
上
下
関
係
の
濫
用
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
ら

れ
て
い
る
。

私
的
交
友
へ
の
個
人
的

な
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
送
信
が
、
直

ち
に
「
地
位
利
用
」
に
該

当
し
な
い
。

私
人
間
で
限
定
的
に
発

せ
ら
れ
、
組
織
的
・
権
限

的
な
働
き
か
け
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。

地
方
公
務
員
法
第

条
36

第
２
項
「
政
治
的
行
為
の

制
限
」
に
は
、
政
治
的
目

的
を
持
っ
た
政
治
的
行

為
、
「
勧
誘
運
動
」
と
は

言
い
難
く
、
抵
触
す
る
行

為
で
は
な
い
と
い
え
る
。

鶴
岡
市
職
員
の
懲
戒
処

分
基
準
要
綱
に
規
定
す
る

非
違
行
為
の
、
「
政
治
的

目
的
を
有
す
る
文
書
の
配

布
」
に
該
当
す
る
と
は
言

え
な
い
。
等
と
記
載
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
報
告
書
は
、
限

定
的
な
内
部
調
査
だ
け
で

あ
り
、
広
範
囲
な
調
査
に

は
及
ん
で
い
な
い
中
で
結

論
を
出
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
今
後
に
問
題
を
残

し
ま
す
。

議
会
に
お
け
る
人
事
案

は
、
慣
例
で
質
疑
、
討
論

な
く
採
決
さ
れ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
「
報
告
書
と

の
関
係
性
が
否
定
で
き
な

い
中
で
疑
念
が
残
る
。
今

後
、
市
民
へ
の
説
明
責
任

が
問
わ
れ
て
く
る
。
考
え

直
す
べ
き
で
あ
る
」
と
菅

井
巌
議
員
団
長
が
反
対
討

論
を
行
い
、
党
市
議
団
４

人
は
反
対
し
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
の
請
願
・

意
見
書

自
公
が
反
対

市
民
の
請
願
で
は
、

「
地
域
住
民
の
医
療
を
受

け
る
権
利
を
保
障
す
る
た

め
に
医
療
機
関
の
維
持
存

続
へ
の
支
援
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請

願
」
（
社
会
保
障
制
度
を

良
く
す
る
鶴
岡
・
田
川
の

会
会
長

高
橋
憲
志
）に
、

加
藤
鑛
一
議
員
が
賛
成
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
提
供
体
制
を
守
る
た

め
、
全
て
の
ケ
ア
労
働
者

の
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
る

報
酬

％
以
上
の
引
上
げ
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を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
請
願
」
（
山
形

県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

鶴
巻
学
）

に
、
菅
井
巌
議
員
が
賛
成

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

「
保
険
薬
局
も
無
料
低
額

診
療
事
業
の
対
象
と
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
関
す
る
請
願
」（
山

形
県
民
主
医
療
機
関
連
合

会
会
長

茂
木
紹
良
）に
、

坂
本
昌
栄
議
員
が
賛
成
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

３
件
と
も
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

「
農
業
構
造
転
換
集
中
対

策
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
」
（
鶴

岡
市
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長

保
科
亙
外

３
名
）
は
、
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
発
議
の
意
見
書
案

で
は
、

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

適
用
除
外
を
行
わ
な
い
こ

と
を
求
め
る
意
見
書(

案)

は
、
坂
本
昌
栄
議
員
が
提

出
。
加
藤
鉱
一
議
員
が
賛

成
討
論
。

「
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
の
再
稼
働
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

(

案)

」
は
、
草
島
進
一
議

員
が
提
出
。
菅
井
巌
議
員

が
賛
成
討
論
。

結
果
は
表
の
と
お
り
。

議
会
最
終
日
に
追
加
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
生
活
応
援
商
品
券
事

業
や
市
職
員
給
与
改
定
に

伴
う
人
件
費
の
増
額
な
ど

億
１
８
４
６
万
８
千
円

14円
を
追
加
し
、
総
額
を
８

３
９
億
２
２
１
万
６
千
円

と
し
ま
し
た
。

２０２５年12月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対　退:退席）

会派 無 共産党
市民と歩

む会

希望のつ

どい
公明党 創政クラブ

草 石 田 五 佐 中 阿 今 黒 大 三 竹 北 伊 鈴 渡 清 岡 金 佐 佐 尾 本 五

島 井 中 十 藤 沢 部 野 井 野 原 内 山 藤 木 部 野 崎 内 藤 藤 形 間 十
進 清 　 嵐 麻 深 　 祥 浩 誠 大 秀 武 麻  智 康 克  久 昌 昌 新 嵐

一 則 宏 一 里 雪 寛 子 之 一 輔 一 徳 衣 聡 也 子 己 理 樹 哉 彦 兵 一

加 長 坂 菅

藤 谷 本 井
鉱 川 昌 　

一 剛 栄 巌

明 子 衛 彦

鶴岡市副市長の選任 ● ● ● ● 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ● 議
長地域住民の医療を受ける権利を保障するために医療機関

の維持存続への支援を求める意見書提出に関する請願
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、全てのケ

ア労働者の処遇改善につなげる報酬10％以上の引上げを

求める意見書の提出に関する請願
○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○

保険薬局も無料低額診療事業の対象とすることを求める

意見書の提出に関する請願
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○

ＯＴＣ類似薬の保険適用除外を行わないことを求める意

見書(案)
○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○

柏崎刈羽原子力発電所の再稼働を行わないことを求める

意見書(案)
○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○


